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札幌市医師会の冨田と申します。

20年前の１月に札幌で小児科のクリニックを開業

し、一昨年の７月、還暦を機に引退しました。周囲

からは早すぎるなどとお声を掛けていただきました

が、私としてはもう十分、これで終わりにしたいと

いう気持ちでいっぱいでした。

あれから１年半余りが過ぎ、仕事への未練を感じ

ることはありませんが、ふとした拍子に休み明けに

仕事がまた始まるような感覚がわいたり、時たま診

療をしている夢を見たりすることはあり、30年余り

続けた仕事から、精神的にすっかり解放されるとい

うわけにはいかないようです。

仕事を辞めてからは、朝はゆっくり起き、曜日の

感覚も乏しくなり、毎日が日曜日の日々でしたが、

最近は両親の病気で、付き添いとして病院に通うこ

とが多くなりました。まだ介護というほど大げさな

ものではありませんが、いつかは来ると覚悟してい

た日々が始まりそうです。小児科が専門のため、老

人の病気に疎く、あれこれ勉強しながら親の病気に

付き合っていくつもりです。今、お世話になってい

る諸先生方、これからお世話になる先生方、どうぞ

よろしくお願いします。

会 員 の
ひ ろ ば

近況報告

札幌市医師会

冨田 雅枝

「淹れるのだったら、この間お土産にもらった美味

しい豆の方にして」

休日の朝食後のコーヒータイム、冬休みで帰省し

ていた高２の次男からのリクエスト。

「コーヒーは苦いだけで味なんてわかんない！」っ

て言っていたのに、あら！？ いつの間に違いが分

かる男になったの？と、ちょっと嬉しくなりました。

１日の始まりにはまず一杯、食後や仕事の合間の

息抜きに、コーヒーを飲む機会は誰にでもたくさん

ありますよね。ウチの品が一番と言わんばかりに、

どこの医局にも立派なコーヒーマシーンがドンと鎮

座し、コンビニでも挽きたて淹れたてのコーヒーが

気軽に飲めるようになりました。これほど私たちの

身近に深く溶け込んでいる異国の飲み物は、コー

ヒーをおいて他にはないと思います。

挽きたての香ばしいコーヒー豆の香りを嗅ぐと、

とてもノスタルジックな気分になります。祖母が副

業で喫茶店を営んでいたので、普段の生活の中に

コーヒーの香りが漂うのは当たり前、ネルドリップ

で淹れた黒褐色のブレンドコーヒーにホイップした

ての生クリームをたっぷり入れて、美味しそうにす

すっていた祖母の横顔や、幼いころに初めて口にし

たコーヒーはただ苦いだけでちっとも美味しくなか

ったのに、なんだかちょっぴり大人の気分を味わえ

たこと、大学生になり一人暮らしを始めた時に「せ

っかく飲むなら美味いコーヒーを淹れて飲めよ」と、

父がドリップコーヒーに必要な道具を一式揃えて持

してくれたことが、今でもとても懐かしく思い出さ

れます。

コーヒーがあると、気の置けない友との会話も一

層弾むし、旅先の見知らぬ街で美味しいコーヒーに

出逢うと、とても嬉しくなります。身も心も豊かに

なれるのは、良質なコーヒーの持つ薬理作用がポジ

ティブに働いているからなのですね。アルコールが

苦手な私にとって、コーヒーは恰好の嗜好品です。

そんなコーヒーですが、アルコール同様に長所もあ

れば短所もある、摂りすぎにならないよう気を付け

ながら楽しんでいこうかと思います。

キッチンの方から香ばしい甘い香りが漂ってきま

した。どうやら主人が淹れてくれたようです。それ

ではコーヒーブレイクといたしましょう。

コーヒーに想うこと

旭川医科大学医師会
旭川医科大学 第二内科

和田佳緒利
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昔から、お酒の後に締めのラーメンを食べようが、

甘いものを好きなだけ食べようが、何をしても太ら

ない体質であった。が、不惑の年を迎えたころから

状況は急変した。徐々に太りだし、お腹だけがぽっ

こりと出て、数年前のスーツを着ることができなく

なった。そこで一念発起し、お腹の脂肪を落とすべ

くトレーニングを開始した。といっても、辛いと続

かないので、できる範囲で行う、いい加減なトレー

ニングである。

方法は至ってシンプルな正攻法。つまり①筋トレ

②有酸素運動③食事制限の三点である。まずは①の

筋トレであるが、通常はジム等に通い高負荷で行う

だろうが、この年では怪我をする可能性もある。と

いうわけで、腕立て、腹筋、背筋、スクワット、体

幹トレ等を飽きないようにいろいろとやり方を変え

て、自宅にて低負荷で行っている。最近は「低負荷

高回数でも筋肥大する」というエビデンスが出てき

ているらしいので、このまま継続する予定である。

次に②の有酸素運動であるが、最大心拍数の70％く

らいの運動を30分等の定期的運動はこの年で続きそ

うにない。というわけで、早歩きでのウォーキング

をできる限り行うこととした。それであれば、通勤

途中早歩きする等、日常生活をうまく利用し、時間

のあるときに実行すれば何とかなる。③の食事制限

に関しては、バランス良い食事で、摂取カロリーよ

り消費カロリーが多ければよいわけであるが、カロ

リー計算なども面倒である。というわけで、糖質制

限食を実行することとした。朝・昼・夕の３食の糖

質を抜くのは厳しいので、夕食だけ糖質を抜くいわ

ゆる「プチ糖質制限食」である。糖質ゼロのビール、

辛口の白ワイン、赤ワイン、マヨネーズ、肉等はOK。

夜のラーメンや、フライドポテトをやめるなどちょ

っと気をつければ可能である。

こんな感じでしばらく生活してみると、腹筋がわ

ずかではあるが割れ始め、昔のスーツもなんとか着

られるようになった。①～③の中で一番効果があっ

たと感じるのはやはり糖質制限だと思われる。①②

はかなりサボることも多いからだ。ただし糖質制限

にも現在賛否両論があるようなので、様子を見なが

ら、いい加減なトレーニングをもう少し続けたい。

いい加減でも、結果はついてきている。やはり「継

続は力なり」なのだと実感する今日このごろである。

継続は力なり

札幌市医師会
新道東皮膚科クリニック

川崎 浩之

北海道医報の「会員のひろば」は話題が多岐にわ

たり、毎号楽しみに拝見しております。今回、この

ように発信の場を与えていただき、大変感謝してお

ります。

私は王子総合病院脳神経外科で一人医長をしてお

ります。よく「大変でよくできますね」と言われま

す。一人医長は何かと大変ですが、苫小牧市医師会

の皆様、札幌医大脳神経外科教室・同門および当院の

諸兄のお力をお借りして日々診療をしております。

一人医長の短所の一つとして、相談相手がいない

ことがあります。相談相手とは何も医療診療のこと

ばかりではなく、“よろず”のことです。私は医師で

あり、脳神経外科を専門としておりますが、その前

に社会人であります。脳神経外科は社会の中ではほ

んの微々たる領域であり、社会はとてつもなく大き

な器と思います。いろいろな人がそれぞれの領域で

確たる仕事で役割を尽くして成り立っているので

す。最近の缶コーヒーのCMにもあると思います。

一人で行えることは限られており、その道の人に相

談することが問題解決の一歩です。しかし、全く丸

投げはいけません。その人に教えを請い、自分で今

後その問題解決の方法を学ぶのです。そうすれば自

分の引き出しが増えると思います。

手術や診療も同様です。大学勤務時代と比較し

て、医療スタッフ以外の人と話をする機会が多くな

りました。どんな話も聞くようにして心掛けていま

す。「老婆心ながら、先生に言わせてもらうと…」と

いうこともできるかどうかは別として、とりあえず

聞きます。人に意見を述べるということは大変勇気

のいることで、それをきっかけとして自分の立場、

これまでの関係が崩れることもあります。これを推

して、その人のこれまでの経験より「老婆心ながら

…」と言ってくれているのです。また、自分の人生

はたかだか100年ですが、他の人の人生も100年であ

れば、相談することによって、単純ではないですが

200～300年の経験となります。脳神経外科で「30年

サイクル」という意見もあります。脳神経外科で独

り立ちして一線で活躍するのが40～55歳の15年とし

て考えると、あるインシデントが起きたとして、教

訓となるのが次の世代の15年間で、合わせて30年で

教訓ではなくなってしまうという意見です。大先輩

方の意見も聴かないで行うと、遭遇する可能性が高

くなります。「人の話を聴く」ということがリスクマ

ネージメントの一つかもしれません。

老婆心ながら…

苫小牧市医師会
王子総合病院

本間 敏美
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長い長い飛行時間であった。羽田から12時間かけ

てドバイへ降り立ち、そこから10時間かけてケープ

タウンにたどり着いた。世界各国の血管外科代表が

集まりガイドラインを話し合う重要な学会*がなぜ

か南アフリカ共和国で開催されることになり、西ア

フリカでのエボラ出血熱のニュースが流れる中、昨

年10月のはじめ日本を後にした。アパルトヘイト撤

廃を実現したマンデラ元大統領が亡くなってから、

治安も急速に悪くなっているという。若手医局員を

連れ立って、そうした逆風の中、長い飛行の末、ケー

プタウン空港に到着。二人の顔には不安と疲労が明

らかであった。しかし、そこはきれいに整備され、

あまりに安全そうで、空港から学会場があるステレ

ンボッシュ(SB)へ向かう車中で、安心しきっている

と、運転手から「右に見える無数の掘立小屋が有名

なスラム街で、あそこにざっと100万人暮らしてい

る」と聞いてぞっとした。無限にも思える果てしな

いスラム街の景色を後にし、SB郊外のホテルに到

着。そこは安全を絵に描いたような場所。広大なブ

ドウ畑とその中に点在する白壁のワイナリー、そし

て大陸がせり上がってできたという圧倒的な山々の

景色がわれわれの疲れを癒してくれた（写真１）。

その景色もさることながら、そこで頂くワインの

味は格別であった。毎日の夕食や懇親会で出てくる

ワインはことごとく美味で、しかも格段に安いこと

に驚いた。学会発表や理事会の準備に追われてSB

がどういうところか勉強不足で現地入りしたが、実

はそこはワインで世界的に有名な場所であった。私

はお酒に関して知識も全然で、味もよく分かってい

ないとよく前教授にたしなめられている程度の人間

であるが、血管を学ぶものとして赤ワインだけには

興味があった。南アフリカにしかない赤ワイン用ブ

ドウ品種があるのを皆さんはご存知であろうか？

PinotNoir（ピノ・ロワール）という品種は偉大な

ワインを生む有名な赤ワイン用ブドウ品種である

が、暑さや害虫に弱く、フランス・ブルゴーニュ地

方以外でその真価を発揮しにくいと言われている。

そこで、このPinotNoirの品種改良に挑み、PinotNoir

とCinsaut（サンソー別名エルミタージュ）を交配さ

せた中からPinotage（ピノタージュ）という品種を

生み出したのが、ご当地SB大学の教授だという。つ

まり、そのご当地に居るということを恥ずかしなが

らそこで学んだわれわれは、学会の合間を見てはワ

インテイスティングに出かけた（写真２）。SBには

南アフリカ紀行―ワインとの出会い

旭川医科大学医師会
旭川医科大学外科学講座 血管外科学分野

東 信良

250以上のワイナリーがあるという。結局、行く先々

でワインを購入し、税関で非課税の３本を超えて、

６本を日本に持ち帰ることになった。帰りの税関

で、生まれて初めて「課税」と書かれた列に並んで、

お札を用意して対応するお役人のはじき出す電卓の

方を見つめていた。お役人は凄い。どうもすぐに値

段が分かるらしい。結局、私が払った税金は540円で

あった。何せ、ワイナリーで一番おいしいワインを

買ってもせいぜい2,000円程度である。

帰国後も南アフリカワインを楽しみに過ごしてい

る。ネット通販でもリーズナブルな値段で手に入

る。訪ねたワイナリーの名前を探しては、そのたた

ずまいや庭を思い出しながら通販で注文する楽しみ

ができた旅であった。

ワイン好きの方も、あるいは、血管を若く保ちた

い方も、ぜひ一度、南アフリカにしかないPinotage

品種のワインをお試しあれ。他品種に比べてタンニ

ンやアントシアニンが豊富で、非常に色が濃く、ベ

リーやスモーキーベーコンのような独特のフレー

バーが楽しめると思いますよ。

*WorldFederationofVascularSocieties

写真１．ワイナリーの町・ステレンボッシュのホテルから見える風景

写真２．Spiaというワイナリーでワインテイスティングを楽

しむ筆者（右）と内田大貴助教（左）。天井からはワインボ

トルでできたシャンデリアが下がっている。
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昨年１月、ニューヨークへ行ってきました。

何となくニューヨークはこわい街というイメージ

がありましたが、弁護士の長女が「留学先見学のた

めに事務所から最大２週間の休みと費用が出るの

で、１月にニューヨークへ行く」というのを聞いて、

私と次女も便乗することにしました。

私と次女は札幌から、長女は東京からなので、観

光や食事については私が次女と相談し予約しまし

た。メトロポリタンオペラ“愛の妙薬”とミュージ

カル“オペラ座の怪人”のチケットはホームページ

から予約し、窓口での受け取りにしました。

食事についても口コミなどを見て、朝食は評判の

良い宿泊ホテルで、またサラベスも行ってみようと

いうことになりました。夕食では１度はステーキ

を、ミシュラン３つ星レストランも１度はと考え、

ル・ベルナルダンと１つ星プーレーもOpentableで

予約しました。

ニューヨークへ行ってきました！

札幌市医師会
北海道対がん協会 札幌がん検診センター

山口由美子

ちょうど私たちの出発の10日位前にニューヨーク

に大寒波が来て、大雪と寒さで交通や市民生活に影

響が出ていると報道され心配しましたが、私たちの

滞在中は日中２～５度位の気温で天気にも恵まれ、

雪もなく北海道と比べると随分歩きやすかったです

（私たちが帰った後、大雪が降り、明日の飛行機が

欠航すると長女から電話があり、旅行会社に連絡し

JALに変更してもらい予定どおり帰ってきました）。

メトロポリタン美術館には無料の日本語案内があ

ると娘が調べ、その時間に合わせて行きました。広

い美術館内を効率よく見学でき、またその説明も素

晴らしかったです。オペラでは歌手の声量にびっく

りし、前日観たミュージカルとの差を感じました。

食事も屋台でNo１のハラルフードなども食べまし

たし、レストランでもおいしい料理を食べることが

でき大満足でしたが、チップの習慣がない日本人に

とっては慣れないだけではなく、18～22％は高いと

いう印象でした。

地下鉄のカードがうまく切れずニューヨーカーに

助けられるなど、街に対するイメージが変わり、楽

しい思い出が残った旅行でした。

今年は長女がボストンに留学する予定ですので、

夫と一緒にボストン、ニューヨークに行こうと話し

ています。

メトロポリタン美術館のデンドゥール神殿前
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わが国の人口構成の高齢方向へのバランスのシフ

ト、医療技術の発展、新薬等の開発、これらの総合

として年々総医療費が増加し、国家予算に占める割

合が増えつつあり、圧迫していることは周知の事実

である。このまま増えるに任せていたら国家の財政

が破たんしてしまうとして、財務省が総枠で医療費

を圧縮しようと画策し折衝が行われ、あちらを削り

その代りこちらを復活させと、せめぎ合いが行われ

予算が決められていく。総枠での抑制は確実に末梢

のわれわれが行っている医療に反映され、同じ仕事

をしているのに、間違いなくここ数年、末消の一開

業医の診療収入は右肩下がりの一方である。

もちろん、社会保障費、医療費の総枠が拡大され

ることがベストなことは言うまでもない。正当な根

拠に基づき、国民の健康な生活を守るために必要な

予算を要求していくことはわれわれの権利であり、

なすべき義務でもあると思う。

ここで私が述べたいのは、要求するその裏側で、

無駄を省き不要な経費を節約する努力をどれほどし

ているか？が、とても重要なことではないか、とい

うことである。これは診療側だけではなく、受診す

る患者側の問題でもあると思う。例えば診療側で

は、複数科受診の際の、同時期に行われる同内容の

検査、審査上許されるからと毎月のように行われる

一律な最大限の検査、また冬季に限定されるのと、

患者側の取りあえずやってみるとの要求も理由なの

だが、信頼できる結果が得られる可能性が低い時間

でのインフルエンザの検査、さらには複数科で同時

に処方されている同効薬など、まだまだ挙げれば多

数ある。反論もあるだろうし、単に情報の共有を密

にすれば解決できるものもあれば、技術的に非常に

難しい問題もあるとは思う。しかし一件一件の点数

はたかが知れていても、全国規模で見ると簡単に億

単位、ややもすると十億単位のお金の問題になる。

このような場でわれわれ医療サイドが節約の努力を

目一杯していることを示すことは、各方面に対する

強いアピールとなるのではないか。

一方患者側の無駄遣いとしては、防ぐことができ

ること、すなわち病気ではないことでの医療機関へ

の受診、例えば飲酒による酔いによる嘔気などを訴

えての受診などである。また一回の受診で症状が治

まらないからと次は他院を受診するという、いわゆ

るメディカルショッピング、重なる初診料の無駄を

患者側も考える必要がある。というよりも保険者側

節約

札幌市医師会
そねざき内科小児科医院

曽根崎 聡

は、会員なり組合員なり、被保険者に対して、こう

いう場合は保険による給付対象にはならないと、は

っきり具体的に示すことにより啓発すべきである。

これらの無駄遣いを少なくする努力、節約の考え

を徹底するだけで、同じレベルの医療水準を保ちな

がら、数十億円単位で医療費を節約できるのでは？

と単純な頭で考えてみた。

腰痛のこと 2010年４月に酷い腰痛で緊急入院し

て、医者の不養生を恥ずかしながら曝露してしまっ

た。３週間ほどの入院でその間の予定をキャンセル

する情けなさであった。

幸いに優れた整形外科医による２度目の神経ブロ

ックが奏功して、腰を庇いながらではあるが日常生

活を再開できて４年８ヵ月が経過している。座る・

立つ・歩くというごく普通の動作ができない不便と

もどかしさ・これらができることへの感謝の念をし

みじみと味わっている昨今である。

キャリーバッグ 外出時には小形のキャリーバッ

グを使って重いバッグを持たないようにしている

が、これはまた安定性のある杖替わりでもある。す

こぶる便利で役に立つが、いろいろな人に「お出か

けですか？」「ご旅行ですか？」と何度も尋ねられる

煩わしさはある。鎮痛薬を常用することはなくなっ

たが、500m以上の休みなし歩行は鈍痛と脱力感で無

理と知った。階段はできるだけ避けて、悔しいがエ

レベーターかエスカレーターを使用している。

助け人 世の中には親切な人はいるもので、当方

はできうる限り腰の痛みやだるさなどを姿勢や表情

に表さないように心掛けているのだが、どこかにそ

れらが表情や仕草に滲み出ているのか、混んだ乗り

物で席を譲られたり、荷物を持ってくれたりする。

ありがたいことである。東京での会合が終わって羽

田に向かう途中のモノレールが、殊のほか混み合っ

ていて座れなかったことがあった。６年前のことで

ある。数時間前からわずかに痛み出していた腰の痛

みが少しずつ堪えがたくなり、左手に持っていた会

議の資料で結構重くなっていたカバンを床に下して

しまった。身動きもできないほどに混んでいたの

で、床に座り込むことすらできない。と、その時、

前に座っていた20歳前後の男性がさっと立ち上が

り、低い抑えた声で「どうぞ」と席を譲ってくれた。

お礼もろくに言えずに座席に座り込んで目をつぶっ

たのだったが、これまでにないほどに辛かったこと

PayitforwardとBucket-fillerのこと

札幌市医師会
札幌北クリニック

大平 整爾
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をいまだによく覚えている。さて、その後の経過で

ある。座席に座ってから徐々に腰痛は治まり、羽田

空港へ着いたころには不安はあったが自力で歩けそ

うであった。ところがこの若者、私のカバンを左手

に持ってくれ右手で私の体を支えてくれて、電気自

動車のところまで誘導してくれたのだった。「ありが

とう」は言ったのだが、何気なく立ち去る彼の名前

や住所を尋ねる余裕はまるでなかった。ということ

に気が付いたのも、翌日のことであった。「もっと、

しっかりと感謝の念を伝えたかった」と想起しても

後の祭りであった。「恩返し」の仕様がないのである。

Payitforward 昨年の春であったか、親の留学で

オタワの小学校に通う５年生の孫からメールがあっ

た。今の小学生はメールもできるのだ！「ぼく、賞

状をもらったんだよ」と書き出して、それを持って

いる男児が写っている。その写真をよく見ると、

「CertificateofAppreciationWewanttosaythank

youtoShunOhiraforpayingitforward」とあり、日付

と担任教師のサインがあった。そこで、この“pay-

ingitforward”のことである。ものの本によれば、

「誰かに受けた恩・親切・好意などに対して直接そ

の人へ感謝の念を返そうにも適当な方法がなく、第

三者へ「恩を送る」（恩送り）のこと」だとある。孫

は親の都合で突然、誰一人知らない異国の学校へ通

うことになった。２学年下に妹がいるにせよ、大変

にストレスフルな環境の変化であったはずである。

子どもは異国で言葉の壁があっても環境の変化にす

ぐに順応すると言われているのは重々知ってはいる

が、わが孫となると楽観的な一般論では済ませられ

ない。幸いに案ずるより生むがやすし、彼はクラス

メートや学校生活に次第に馴染んでいったという報

告を親から得て安堵していた。孫が言わば「恩送り

賞」を貰ったのは、転校時の級友連の親切や好意を

心に留めおき、学校生活に慣れるにつれて率先して

クラスの仕事などを自主的にやり続けたからのよう

であった。まさに、payingitforwardを実践したと評

価されたのだろう（ただし、そう大げさなことでは

なく、一種の「善行賞」（激励賞）として、クラスの

生徒に順繰りに与えられるものかもしれない）。人

と人の接触で営まれる社会生活・家庭生活で私ども

が恩（好意・親切など）を受けることはしばしばの

ことで、一定の年齢に達すれば意識的に・無意識的

に恩返しを考えてはいる。しかし、例えば「親の恩

や教師の恩」などは対象が明確だが、心掛けても返

しきれないものであろう。それとは別に、感謝の念

を抱く対象者がはっきりしない場合にどうしたらい

いのかを教えているのが、このPayitforward（恩送

り）の精神なのであろう。新聞の読者投書欄によく

見る「落とした財布が返ってきたことへの感謝の言

葉」の類は、受けた恩への感謝の気持ちを表さずに

はいられない人の性（さが）であろうが、一歩進め

て恩送りをすればいいのだと思う。羽田空港のあの

青年の大きい親切行為を思い出しながら、自分に言

い聞かせて覚悟を固めるのである。「恩送り」の気遣

いは、必ずや、世の中を円滑に動かし明るくすると

確信したい。

BucketFiller さて、実はこの数ヵ月前には３年生

の女の子の孫がBucketFiler賞をもらったというメー

ルを得ていた。その賞状にはトップに学校名が記さ

れ、「“IamaBUCKETFILLER.”PresentedtoKanaOhira」

とあり、日付と担任教師のサインが続いている。

Bucketfillerの原義は「バケツを満たす者」であろう

が、何のことなのかをこの折にも調べてみた。「ひと

はみな目には見えないバケツを心に持っている。そ

れが満たされているか否かは、ほかの人が私たちに

言う言葉や行う行為に左右される。バケツが満たさ

れていれば、私たちは素晴らしい気持ちになり(feel

great)、バケツが空ならひどく嫌な気持ちになる

(feelawful)。」どうやら、「ほかの人への好意・親切な

どがほかの人の心のバケツを満たし、このことは自

らの心のバケツを満たす」ということらしい。「他人

（ひと）に親切であれ」を教え諭しているのであろ

う。「情けは人の為ならず」等々、同類のことわざは

どの国にも数知れないほどにあるだろう。オタワの

小学校だけではないのだろうが、見えないバケツ

（invisiblebucket)の例えは幼い子どもには分かりに

くいからなのだろう、教室の一角の黒板にそれぞれ

の生徒の名前を付した小さなバケツが張り付けてあ

って、“Haveyoufilledabucket,today?”と大きく書

き出されている資料に接した。クラスメートから何

かしら親切を受けた時に、「Iam（名前）.Date:日付、

IamwritingthisbecauseIwanttorecognizeyoufor

fillingmybucketon(date),because（以下にどんな

親切や好意を受けたかの理由を書く）」を記して親切

をしてくれた友達のバケツへ投じるという仕組みで

ある。かくして人のバケツを満たすような行為をし

た生徒はbucketfillerであり、自分のバケツも満たさ

れるということになる。子どもたちには分かりやす

い教えに思える。孫娘も担任が認めてくれたのであ

ろう。これに関する説明書を紐解くと、担任教師は

「Whenyouareabucketfiller,youmakeyourhome,

yourschool,andyourneighborhoodbetterplacesto

be.Bucketfillingmakeseveryonefeelgood.」などと繰

り返し、生徒に説くらしい。Payitforwardに比べる

と、分かりやすく低学年向きといえようか。今の日

本の小学校でどのような徳育のための教育がなされ

ているのかを知らないが、同様のことが行われてい

ることを期待したい。

この駄文、読み返してみると、一種の孫自慢にな

っていることに気が付いた。一人の人間は少なくと

も両親、父親の両親、母親の両親の計６人の慈しみ

に包まれて成長するのが人の世の常であれば、ジー

ジ・バカをご容赦願いたい。
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90年代、昔勤務していた大学病院での経験である。

当時の超音波室は、一つの大部屋を厚い遮光性の

カーテンで四つの空間に分けて使用していた。一つ

は超音波内視鏡の診断装置とベッド、他の三つの空

間には通常の超音波診断装置とベッドを置き、同時

進行で複数の超音波診断を行っていた。

カーテンで仕切られた狭い空間内のベッドに被検

者を案内し、ベッドに横たわってもらった後、「もう

すぐ検査が始まりますので、そのまま少しお待ちく

ださい」と声を掛けて、スタッフはいったんカーテ

ンの外へ出た。まもなく部屋は暗くなり、カーテン

越しに声が聞こえてくる。「それでは検査を始めま

す。息を吸って、息を止めてください。…楽にして

ください」。こうした指示が何度も繰り返される。

被検者は忠実に指示に従い、腹式呼吸と息止めを行

っていた。

２～３分後、検査を始めるため術者がカーテンの

中に入っていった。「こんにちは、お待たせしました。

それでは超音波検査を始めます」と声を掛けたところ、

「え？ もう始まっていたんじゃないんですか？」

と驚いた様子。どうもカーテン越しに聞こえてくる

隣の術者の声を自分への指示と勘違いしていたらし

い。

被検者は、特に初めての場合、不安で緊張してお

り周囲の声にも過敏になっている。検査前の緊張し

た表情が、検査終了後に安堵の表情に変わるのはし

ばしば経験することである。

本来、超音波検査は個室で行うべきである。諸般

の事情で、大部屋をカーテンでいくつかのスペース

に仕切り、各々の小さな空間に超音波診断装置とベ

ッドを置き、数人の検査が同時進行している光景は

現在でもそれほど珍しくはない。超音波検査の特徴

の一つに、被検者と検査中に会話ができることがあ

げられる。問診をしながら検査を進めることが診断

能の向上に寄与する。この場合、隣の声が筒抜けと

いうのはやはり問題である。

二人以上の検査が同時進行している場合、特に耳

の遠い被検者がいるときには、さまざまな大きな声

が検査室中に飛び交うことになる。被検者の立場か

らすると、これはかなり異常な光景であろう。

超音波診断の診断精度に関与する要因で最も大き

いものは、当然、術者の診断能と装置の性能である

が、検査時間や検査に使用するベッドや検査室の状

況など、検査環境も重要である。特に検査時間が長

カーテン越しの超音波

札幌市医師会
札幌共立五輪橋病院

平田健一郎

くなる場合、被検者が疲れることなく検査に協力し

てくれるかどうかが検査の成否に微妙にかかわって

くる。空調完備の個室で、術者の集中力を高め被検

者の緊張を和らげるBGM付き、ベッドは電動で被検

者の体位変換をサポートできるタイプのもの…が理

想的な検査環境であろう。

急性腹症のような緊急検査は別として、通常のス

クリーニング検査や精密検査の場合、被検者はBGM

の流れる暖かな部屋で寝心地の良いベッドに横たわ

り、遠くから術者の指示の声が聞こえてくるような

半覚醒状態で検査を受ける。検査終了後、被検者が

疲れを感じるどころか、むしろ休息を取ったように

感じるくらいが理想なのだが…。

内視鏡室と異なり、超音波室の個室化がなかなか

進まない理由は、病院自体が狭く検査室に充分なス

ペースが取れない物理的な制約が主なものであろう

が、技師任せの超音波検査が一般化しているという

現実も一因と考えられる。医師が術者として積極的

に検査に関与するか、もしくは定期的に被検者を経

験すれば検査室の現状を把握でき、個室化の必要性

を強く感じるはずである。

最近やっと病院の増改築や新築に伴い、超音波室

の個室化が広がりつつある。喜ばしいことである

が、ぜひとも内視鏡室と同等レベルの個室にしてい

ただきたい。衝立のような薄い壁で仕切った、ほん

の形だけの個室では、カーテンと同様に今度は「壁

越しの超音波」になりかねない…。


